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急激な経済発展、そしてシルクロードの地を見聞

税の申告（申告は2月16日から）

はじめまして裁判員制度(光のページェント inたかはぎ2004

高萩駅前）
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一

一
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
国
に
お
い
て
は
、
三
位
一
体
の
改
革
に
継
続
し
て

一
市
民
の
皆
様
に
は
輝
か
し
い
新
年
を
お
迎
え
の
こ
取
り
組
む
考
え
を
示
し
て
お
り
、
地
方
交
付
税
削
減

一
と
と
お
喜
び
申
し
上
げ
ま
す
。
昨
年
は
、
ア
テ
ネ
オ
等
に
よ
り
、
地
方
自
治
体
も
引
き
続
き
厳
し
い
改
革

一
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
日
本
選
手
が
活
躍
し
、
国
中
が
沸
き
を
進
め
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
、

ロ

ー
ま
し
た
。
ま
た
、
猛
暑
と
と
も
に
一
○
回
に
及
ぶ
台
市
民
ニ
ー
ズ
を
把
握
し
、
限
ら
れ
た
財
源
を
効
果
的

一
風
の
上
陸
は
観
測
史
上
の
記
録
に
な
っ
た
ほ
か
、
秋
に
配
分
す
る
こ
と
が
以
前
に
も
増
し
て
大
切
に
な
っ

一
に
発
生
し
た
新
潟
県
中
越
地
震
が
大
き
な
被
害
を
も
て
き
て
い
ま
す
．
こ
の
様
な
状
況
を
踏
ま
え
な
が
ら
、

一
た
ら
す
な
ど
、
多
く
の
自
然
災
害
が
発
生
し
た
こ
と
「
財
政
ひ
っ
迫
」
、
「
行
政
改
革
の
推
進
」
、
「
ご
み
処

一
が
記
憶
に
新
し
い
と
こ
ろ
で
す
。
理
」
な
ど
の
課
題
に
対
し
て
、
市
民
の
皆
様
と
一
丸

一
そ
う
し
た
中
で
、
社
会
経
済
は
不
透
明
感
が
あ
る
と
な
っ
て
対
応
し
乗
り
越
え
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら

一
も
の
の
最
悪
の
状
況
を
脱
し
つ
つ
あ
る
よ
う
で
す
．
な
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
．

一
五
輪
効
果
に
よ
る
テ
レ
ビ
・
デ
ジ
タ
ル
機
器
、
猛
暑
今
年
は
ま
た
、
教
育
特
区
の
認
定
を
受
け
た
通
信

一
に
伴
う
エ
ア
コ
ン
、
そ
し
て
中
国
な
ど
ア
ジ
ア
に
向
単
位
制
高
等
学
校
「
ウ
イ
ザ
ス
高
等
学
校
」
が
、
い
よ

一

一
け
た
鉄
鋼
や
化
学
製
品
の
需
要
が
そ
れ
ぞ
れ
拡
大
し
い
よ
こ
の
四
月
に
市
内
赤
浜
地
区
に
開
校
し
ま
す
．

一
た
こ
と
か
ら
、
昨
年
九
月
の
中
間
決
算
で
、
過
去
最
ま
た
、
て
つ
な
住
宅
団
地
内
へ
移
転
新
築
す
る
高
萩

一
高
の
売
上
高
・
経
常
利
益
を
上
げ
た
企
業
が
続
出
し
協
同
病
院
は
、
来
年
二
月
の
完
成
、
四
月
オ
ー
プ
ン

一
て
い
ま
す
。
そ
の
一
方
で
、
鉄
鋼
や
原
油
な
ど
の
原
を
予
定
し
工
事
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
．

一
材
料
価
格
が
高
騰
し
て
い
る
た
め
、
今
後
製
品
に
価
市
制
施
行
五
一
年
目
と
な
る
本
年
を
、
新
た
な
ま
一

一
格
転
嫁
さ
れ
、
今
年
の
世
界
経
済
に
少
な
か
ら
ぬ
影
ち
づ
く
り
と
市
政
の
進
展
へ
向
け
た
飛
躍
の
一
歩
と
一

一
響
を
及
ぼ
す
と
の
分
析
が
さ
れ
て
い
ま
す
．
こ
の
影
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
の
で
、
皆
様
方
》

－
響
が
一
部
の
業
種
に
偏
る
こ
と
の
な
い
様
に
、
ま
た
、
に
は
、
旧
年
に
も
増
し
て
ご
支
援
、
ご
協
力
を
賜
り

一
勝
ち
組
や
負
け
組
の
な
い
バ
ラ
ン
ス
の
取
れ
た
経
済
ま
す
よ
う
心
か
ら
お
願
い
申
し
上
げ
ま
し
て
、
新
年

次
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烈
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も
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観
光
や
ビ
ジ
ネ
ス
な
ど
、
海
外
渡
航
は
今
で
は
抵
抗
な
く
行
わ
れ
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
．
そ
う
し
た
中
で
、
一
歩
進
ん
だ
接
点
を
望
み
、
国
境
を
越

え
た
交
流
に
か
か
わ
っ
て
い
る
人
た
ち
が
い
ま
す
．
こ
こ
で
は
、
中
国
（
中

華
人
民
共
和
国
）
や
中
央
ア
ジ
ア
地
区
へ
渡
り
”
組
織
活
動
を
通
し
て
人
的

支
援
に
参
加
し
た
り
、
調
査
・
交
流
事
業
に
協
力
し
た
市
民
を
紹
介
し
ま
す
．

急
激
な
経
済
発
展

ま
し
て
ツ
ル
勺
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面積44万7,400ki

(日本の1． 2倍）

人口 2,510万人

首都タシケント

民族ウズベク人77.2％、

ロシア人5．2％

宗教ウズベク人はイス

ラム教スンニ派

譽讓華表震鑿菰国菫
三三三三三三言冒三二冒言三二＝－

面積960万kIi

(日本の約26倍）

人□ 12億9, 900万人

首都北京

民族漢民族92％、

ほかに55の少数民族

面積19万8, 500k㎡

(本州の0.87倍）

人□ 452万人

首都ビシュケク

民族キルギス人65％、

ウズベク人13. 8％

宗教イスラム教75％、

ロシア正教20％



ジ
ャ
イ
カ
は
、
発
展
途
上
国
支
援
の
た
め
に
設
立
さ
れ
た
独

立
行
政
法
人
で
、
国
内
一
八
の
拠
点
の
う
ち
、
県
内
に
は
筑
波

国
際
セ
ン
タ
ー
が
あ
り
ま
す
。
ピ
ア
ノ
や
シ
ン
セ
サ
イ
ザ
ー
、

篠
笛
を
た
し
な
む
新
沢
さ
ん
は
こ
の
特
技
を
生
か
し
、
ジ
ャ
イ

カ
が
展
開
す
る
事
業
の
う
ち
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
部
門
の
青
年
海

外
協
力
隊
に
参
加
し
て
い
ま
す
。
現
在
、
茨
城
県
か
ら
新
沢
さ

ん
を
含
め
五
七
人
が
海
外
で
活
動
し
て
い
ま
す
．
全
国
累
計
で

約
二
六
、
○
○
○
人
、
県
累
計
で
は
約
四
七
○
人
に
上
り
ま
す
．

一
一
月
二
二
日
市
長
を
表
敬
訪
問
。
「
学
生
時
代
に
、
国
際

協
力
に
携
わ
る
活
動
に
参
加
し
て
い
ま
し
た
．
今
の
自
分
が
す

ぐ
に
協
力
で
き
る
こ
と
と
考
え
参
加
し
た
も
の
で
す
．
キ
ル
ギ

ス
は
こ
れ
か
ら
マ
イ
ナ
ス
二
○
度
に
も
な
る
そ
う
で
す
が
、
遊

牧
民
の
末
え
い
で
あ
る
彼
ら
と
同
じ
生
活
・
食
事
を
し
て
、
現

状
を
見
る
こ
と
を
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。
健
康
を
自
己
管
理

し
、
日
本
文
化
も
紹
介
し
た
い
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
．

昨
年
一
二
月
八
日
に
キ
ル
ギ
ス
共
和
国
に
向
か
っ
た
新
沢
さ

ん
の
任
期
は
、
二
年
間
で
す
。
同
国
の
シ
ャ
ブ
ダ
ン
・
ア
ダ
中

等
学
校
で
日
本
の
歌
や
音
楽
を
紹
介
す
る
と
と
も
に
、
課
外
活

動
で
、
レ
ク
レ
ー
シ
ョ
ン
・
ス
ポ
ー
ツ
・
音
楽
等
、
そ
れ
ぞ
れ

の
学
生
に
合
わ
せ
た
ク
ラ
ブ
活
動
を
行
い
ま
す
．
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機
構
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Ｉ
Ｃ
Ａ
（
ジ
ャ
イ
カ
）

海
外
青
年
協
力
隊
に
参
加

新沢奈津子さん

（島名）

Ⅱ

ウ
ズ
ベ
キ
ス

小
宅
さ
ん
は
一
昨
年
蟇
、
三
三
年
間
勤
め
た
郵
便
局
を
退
職
．

現
在
の
肩
書
き
は
Ｎ
Ｐ
○
法
人
「
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
大
地
」
（
本

部
：
京
都
）
の
東
日
本
事
務
局
長
で
す
。
昨
年
中
は
、
三
月
に

と
ん
こ
う

中
国
敦
煙
か
ら
タ
ク
ラ
マ
カ
ン
砂
漠
に
入
る
一
二
日
間
、
五
月

れ
い
ほ
う

に
は
チ
ベ
ッ
ト
自
治
区
の
ヒ
マ
ラ
ヤ
・
霊
峰
カ
イ
ラ
ス
山
を
め

ぐ
る
四
五
日
間
、
そ
し
て
一
二
月
三
日
か
ら
は
ウ
ズ
ベ
キ
ス
タ

ン
へ
の
九
日
間
と
い
う
三
度
の
渡
航
を
し
て
い
ま
す
。

ウ
ズ
ベ
キ
ス
タ
ン
共
和
国
で
は
、
民
泊
で
移
動
し
な
が
ら
、

ア
ラ
ル
海
や
現
地
の
学
校
を
視
察
し
ま
し
た
．
ア
ラ
ル
海
は
、

糸
〃
Ｊ
／
仏
〃
Ｏ
Ｌ

～
し
ｆ
、

旧
ソ
連
時
代
の
無
計
画
な
灌
概
政
策
の
失
敗
か
ら
干
上
が
り
、

「
消
え
ゆ
く
湖
」
と
呼
ば
れ
て
縮
小
を
続
け
、
二
○
世
紀
最
大

の
環
境
破
壊
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
．
そ
の
ア
ラ
ル
海
近
郊
で
は
、

「
大
地
」
の
メ
ン
バ
ー
が
農
業
指
導
を
行
っ
て
い
ま
す
。

「
旅
を
す
れ
ば
何
か
が
見
え
て
き
ま
す
．
長
年
あ
こ
が
れ
て

い
た
地
。
現
地
に
行
っ
て
み
て
分
か
る
こ
と
が
あ
る
の
で
す
。

教
育
の
機
会
を
世
界
中
す
べ
て
の
子
供
た
ち
に
与
え
た
い
し
、

環
境
問
題
に
つ
い
て
の
調
査
内
容
を
問
題
提
起
し
た
い
」
．

ろ
う
ら
ん

今
年
も
、
砂
漠
に
埋
も
れ
た
王
国
「
楼
藺
」
、
千
年
単
位
で

移
動
す
る
湖
「
ロ
。
フ
ノ
ー
ル
」
な
ど
、
タ
ク
ラ
マ
カ
ン
砂
漠
を

ラ
ク
ダ
と
徒
歩
で
め
ぐ
る
同
法
人
の
計
画
に
、
参
加
予
定
で
す
．

■NPO法人で活動

職保全‘青少年育成などの国際蝦

タ
ン
共
和
国
へ

臣
壼
雲

小宅 誠さん

（高浜町）
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一
一
一
一
一
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一
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「
茨
城
県
青
年
の
船
」
は
、
明
日
の
茨
城
を
担
う
青
年
を

海
外
へ
派
遣
す
る
事
業
で
、
船
内
で
の
研
修
や
訪
問
国
で
の

現
地
青
年
と
の
交
流
交
歓
、
施
設
や
企
業
等
の
視
察
を
行
い

ま
す
．
広
い
視
野
に
立
っ
て
地
域
に
お
け
る
活
動
を
進
め
る

こ
と
が
で
き
る
人
材
の
育
成
を
目
的
に
、
茨
城
県
が
行
っ
て

い
る
事
業
で
す
。

市
内
か
ら
は
三
人
の
み
な
さ
ん
が
、
昨
年
の
一
一
月
十
六

日
か
ら
二
五
日
ま
で
の
九
泊
一
○
日
間
、
大
型
客
船
で
中
華

人
民
共
和
国
の
上
海
ま
で
往
復
す
る
事
業
に
参
加
し
ま
し
た
．

船
内
で
は
、
語
学
研
修
・
ビ
ジ
ネ
ス
講
座
・
リ
ー
ダ
ー
研
修

の
ほ
か
、
知
事
や
参
加
者
と
の
交
流
会
な
ど
の
イ
ベ
ン
ト
が

あ
り
ま
す
．
上
陸
後
の
四
日
間
に
は
、
上
海
コ
ー
ス
と
北
京

コ
ー
ス
の
い
ず
れ
か
の
現
地
研
修
コ
ー
ス
に
参
加
し
ま
し
た
．

「
上
海
で
の
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
は
貴
重
な
経
験
．
少
し
だ
け

自
分
に
自
信
が
つ
き
ま
し
た
」
…
黒
澤
さ
ん
。
「
人
と
の
交

流
・
議
論
が
た
っ
ぷ
り
詰
ま
っ
た
九
日
間
は
有
意
義
で
し
た
」

：
・
秋
葉
さ
ん
．
「
参
加
者
と
率
直
な
意
見
交
換
が
で
き
た
ほ

か
、
現
地
青
年
と
の
交
流
、
万
里
の
長
城
の
修
復
活
動
見
学

な
ど
を
実
体
験
で
き
ま
し
た
。
参
加
者
と
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

は
財
産
に
な
り
ま
す
」
…
舟
生
さ
ん
。

中
華
人
民
共
稚
国
へ
三
二
臺
亘
一
臺
三
一
一
薑
一
二
一
一
菫

■｢茨城県青年の船｣に参加

船中の交流会で橋本知事を囲む

黒澤岡ll史さん(安良川)(写真右）

秋葉舅治さん(下手綱)（ 〃中）

舟生卓司さん(下手綱)（ 〃左）
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繕
2月16日(水)～S月15日(火）
所得税の確定申告は、日立税務署で受け付けますが、この

期間に限り(営庶業者を除く) 、市役所税務課でも受け付けて

います。申告期限間近になると申告会場が大変混雑しますの

で、早めに申告してください。

今
年
の
一
月
一
日
現
在
、
市
内
に
居
住
し

て
い
た
人
は
、
原
則
と
し
て
申
告
し
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
．
市
で
は
前
年
の
申
告
及
び

給
与
支
払
報
告
書
を
も
と
に
、
今
年
申
告
が

必
要
と
思
わ
れ
る
人
へ
申
告
害
を
送
付
し
て

い
ま
す
が
、
申
告
書
が
送
付
さ
れ
な
か
っ
た

人
で
も
申
告
が
必
要
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま

す
の
で
、
次
の
内
容
を
参
考
に
自
主
的
に
申

告
さ
れ
る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

■
事
業
所
得
、
不
動
産
所
得
、
一
時
所
得
等

が
あ
る
人
。

■
給
与
所
得
者
で
、

①
他
に
年
金
、
事
業
所
得
、
不
動
産
所
得
等

給
与
以
外
の
所
得
の
あ
る
人
．

②
雑
損
控
除
、
医
療
費
控
除
、
寄
付
金
控
除

を
受
け
よ
う
と
す
る
人
。

③
勤
務
先
（
給
与
支
払
者
）
か
ら
市
役
所
へ

一

一、

一
市
・
県
民
税
の
申
告
が
必
要
な
人
）

一
》
市
・
県
民
税
の
申
告

申告相談会日程
混雑のため午前中受付した人でも午後

の相談になる場合もありますので、ご了

承ください。※正午から午後1時までは

休憩とさせていただきます。
I

2月8日(火)

9: ()0～'l:001大能生活改善センタ

若栗公民館

中戸ﾉ| |公民館

9：00～1l:00

13:30～16:00

00 横川生活改善センター

2月9日:(水)f ，

00 緑の郷ｺﾐｭﾆﾃｨセンター

13:30～16

・
Ｈ
呂
日
ア
ロ
訂
と
「
］
全
冒

望
『
ヨ
引
割
】
且
呂

9：00～11
↓
吟
二
全
量
男
匡

吾』

Ｌ』00 上君田生活改善センター

30 駒木原集会所
2月10日(木)蕊: f上 ≦

001閨口集会所関口集会所

13:30～16

9:00～15

市
役
所
税
務
課
査
翠
１
２
１
１
５

赤浜田園都市センター 給
与
支
払
報
告
書
が
提
出
さ
れ
て
い
な
い

人
（
勤
務
先
に
確
認
し
て
く
だ
さ
い
）
。

■
国
民
健
康
保
険
に
加
入
し
て
い
る
人
《
収

入
が
な
く
て
も
申
告
が
必
要
で
す
一
・

■
公
的
年
金
の
み
の
受
給
者
で
、
申
告
善
が

送
ら
れ
て
き
た
人
。

＊
所
得
税
の
確
定
申
告
を
す
る
人
は
、
市
・

県
民
税
の
申
告
を
す
る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
．

9： ()0～1l ■
申
告
聿
貝
住
所
、
氏
名
、
扶
養
家
族
等
を

記
入
し
ま
す
）
・
＊
申
告
書
は
申
告
会
場

に
用
意
し
て
あ
り
ま
す
。

■
印
鑑
。

■
収
支
を
明
ら
か
に
し
た
帳
簿
や
書
類
。
給

与
所
得
者
は
源
泉
徴
収
票
．

■
社
会
保
険
料
、
国
民
健
康
保
険
税
、
介
護

保
険
料
、
国
民
年
金
、
生
命
保
険
料
、
損

害
保
険
料
等
の
領
収
書
や
支
払
証
明
書
．

、

一
申
告
の
時
に
用
意

０
０

０
３

６
５

１
１

ヘ
ヘ

０
０

３
０

３
Ｊ

１
！

｜ ・ リ
' 9:00～11

2月14日（月）

001秋山下生活改善センター

訂
討
叡
の
ｌ
〕

今
一

I

市役所(2月20日 ・27日の日曜

日に限り受け付けます）

ヨ

一

三

申
告
を
も
と
に
決
定
し
た
市
・
県
民
税
は
、

六
月
以
降
の
各
納
期
ご
と
に
納
め
て
い
た
だ

く
こ
と
に
な
り
ま
す
．
ま
た
、
課
税
｛
非
課

税
）
証
明
書
や
所
得
証
明
な
ど
も
、
申
告
に

基
づ
い
て
発
行
さ
れ
ま
す
．
収
入
が
な
か
っ

た
り
小
額
な
人
で
、
こ
れ
ら
の
所
得
に
関
す

る
証
明
が
必
要
な
人
も
期
限
内
に
申
告
を
し

て
く
だ
さ
い
。

■
医
療
費
控
除
を
受
け
る
人
は
医
療
費
を
支

払
っ
た
領
収
書
や
、
保
険
金
な
ど
で
補
填

さ
れ
た
内
容
の
分
か
る
書
類
．
ま
た
、
寝

た
き
り
老
人
の
お
む
つ
代
の
医
療
費
控
除

を
受
け
る
人
は
、
お
む
つ
使
用
証
明
書
を

添
付
〈
提
一
杢
・

一
申
告
を
も
と
に
平
成
一
七
年
度
ル

ー
市
・
県
民
税
が
決
ま
り
ま
す

関東信越税理士会日立支部による無料相談会

屋還付申告無料相談会＊事前に電話で予約要

○日時2月14日（月） ・ 15日(火)午前10時～午後4時

○対象者年金を受けている人／給与所得者で医療費控除

を受けようとしている人／年の中途で退職また

は就職した人など。

○会場各税理士事務所

舅税に関する無料相談会

○日時2月23日(水)午前10時～午後4時

○会場各税理士事務所

e関東信越税理士会日立支部大部満穗さん

狂23－621 1

4

13：30～16：00

9:00～15:301松岡地区公民館

2月15日（火）

9：00～11：00

13：30～16:00

9：00～15:30

2月16日(水)～3月15日(火)(土,日曜日を除く）

山手集落センター

高戸集会所

北組コミュニティセンター

有明町集会所

8：3()～17：15



一

》

脇

隆

拝

犀

陪

鄙

吋

世

蛋

唯

叺

Ｉ

Ｉ

Ｌ

■
事
業
所
得
や
不
動
産
所
得
な
ど
が
あ
る
人

の
場
合

平
成
一
六
年
分
の
各
種
所
得
〈
商
業
、
工

業
、
医
療
、
農
業
な
ど
）
金
額
か
ら
、
所
得

控
除
｛
基
礎
・
配
偶
者
・
扶
養
な
ど
一
金
額
を

差
し
引
き
、
そ
の
金
額
に
基
づ
い
て
計
算
し

た
税
額
か
ら
配
当
控
除
と
定
率
減
税
額
を
差

し
引
い
て
残
額
が
あ
る
人
は
、
申
告
し
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
．

■
給
与
所
得
の
あ
る
人
の
場
合

大
部
分
の
人
は
、
「
年
末
調
整
」
に
よ
っ

て
そ
の
年
の
所
得
額
の
納
税
を
完
了
し
ま
す

が
、
次
の
い
ず
れ
か
に
当
て
は
ま
る
人
は
申

告
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

①
平
成
一
六
年
分
の
給
与
の
収
入
金
額
が
、

二
○
○
○
万
円
を
超
え
る
人
。

②
給
与
を
一
か
所
か
ら
受
け
て
い
て
、
給
与

自書申告と正しい申告をお願いします

所
得
税
の
確
定
申
告

自書申告
二

日立税務署では、確定申告や収支内

訳書などの提出書類を自分で作成する

『自書申告」をお願いしていますが、

申告書は郵送または税務署の「時間外

収受箱」に投函することにより提出す

ることができます。

正しい申告を

確定申告をする必要がある人が申告

しなかったり、誤った申告をすると、

あとで加算税や延滞税を納めていただ

くことになります。正しい申告をお願

いします。

●加算税･ ･ ･不足税額の10%または15%

●延滞税…不足税額の年率14. 6%

日
立
税
務
署
蚕
ｏ
ｚ
ｇ
４
‐
函
１
６
３
４
６

所
得
や
退
職
所
得
以
外
の
各
種
所
得
金
額

の
合
計
額
が
二
○
万
円
を
超
え
る
人
。

③
給
与
を
二
か
所
以
上
か
ら
受
け
て
い
て
、

年
末
調
整
を
さ
れ
な
か
っ
た
給
与
の
収
入

金
額
と
給
与
所
得
や
退
職
所
得
以
外
の
各

種
の
所
得
金
額
と
の
合
計
額
が
、
二
○
万

円
を
超
え
る
人
。

市
・
県
民
税
の
申
告
に
用
意
す
る
も
の
と

同
じ
で
す
．
住
宅
借
入
金
等
特
別
控
除
を
受

け
る
人
は
次
の
書
類
を
用
意
し
て
く
だ
さ
い
。

■
登
記
簿
謄
本
ま
た
は
抄
本
．

■
住
民
票
の
写
し
。

■
売
買
契
約
書
ま
た
は
工
事
請
負
契
約
書
の

写
し
。

■
住
宅
取
得
資
金
に
か
か
る
借
入
金
の
年
末

残
高
等
証
明
書
．

■
源
泉
徴
収
票

、

一
申
告
を
す
る
時
に

用
意
す
る
も
の

申告会場は勤労福祉会館4階

平日（月～金曜日）以外でも、 2月20

日・ 27日の日曜日に限り、勤労福祉会

館4階(日立市幸町2-3-10, 1階ろうき

ん)において、確定申告の相談・申告

書の受付を行います。駐車場が狭いの

で、公共交通機関をご利用ください。

●受付時間 9 : 00～16 : 00

●駐車場日立駅中央口南側カクタス日

立シティパーキング。駐車場利用時間

は8:30～16:30にの時間以外は有料) 。

ﾖ

Ｅ
戸
医
Ｅ
一

一

雪君

（
税
金
が
辰
盾
息
渥
肘
障
浩
』
ｌ
し

年
末
調
整
に
よ
り
所
得
税
が
精
算
さ
れ
て

い
る
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
な
ど
で
、
次
の
よ
う
な

人
は
申
告
所
得
税
還
付
申
苣
に
よ
り
所
得

税
が
戻
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
．

◎
マ
イ
ホ
ー
ム
を
取
得
し
、
銀
行
な
ど
か
ら

住
宅
資
金
の
借
入
金
が
あ
る
と
き
。

◎
年
末
調
整
後
に
出
産
な
ど
に
よ
り
扶
養
親

族
に
異
動
が
あ
っ
た
と
き

◎
病
気
や
出
産
で
、
多
額
の
医
療
費
を
支
払
っ

た
と
き
。

◎
勤
め
を
年
の
中
途
で
や
め
、
再
就
職
を
し

て
い
な
い
と
き
。

◎
国
や
地
方
公
共
団
体
な
ど
に
寄
付
し
た
と

き
や
義
援
金
を
支
払
っ
た
と
き
。

＊
税
金
が
戻
っ
て
く
る
と
き
は
、
口
座
振
込

に
よ
り
還
付
し
ま
す
の
で
、
申
告
者
名
義
の

口
座
番
号
と
印
鑑
を
用
意
し
て
く
だ
さ
い
．

閉
伺
刷
吻
剛
燗
門
川
川
川
Ｕ一

３
月
朽
日
一
火
）
。
振
替
え
納
税
が
便
利
で
す
．

rl

製作所

消費税が変わりました
1 ．総額表示の義務づけ

課税事業者が、取引相手の消費者に対して商品の販売、役務提供

等の取引を行う際に取弓|価格を表示する場合は、消費税額(地方

消費税を含む)を含めた表示をすることが義務付けられました。

（次の項目は､平成16年4月1日以降開始する課税期間から適用）

2．事業者免税点の引き下げ

納税義務が免除される課税売上高（基準期間内）の上限が3,000

万円から1,000万円に引き下げられました。

3．簡易課税制度の適用上限の引き下げ

簡易課税制度を適用することができる課税売上高（墓準期間内）

の上限が、 2億円から5,000万円に引き下げられました。

■

■

咀

口

刈

外

Ｊ

寵

１

引

咽

四

■

■

－

5
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二
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裁判員制虐ってぢに？

私たちも選Iされるの？
はじめまして

1
雲難I 畠

１
固弓 一

＝－
一一一 ‐一一幸＝ 三岳 －J 一一一一＝ニーニ

昨年5月21日、 「裁判員の参加する刑事裁判

に閨する法律」が成立し、同月28日に交付され

ました。交付の日から5年以内に当たる平成21

年5月までに裁判員制度がスタートします。蕊 水戸地方家庭裁判所日立支部日立簡易裁判所

EO294-21-4441

膿
言
言

帝
度
を
導
入
す
る
目
的
は
？

国
民
か
ら
無
作
為
に
選
ば
れ
た
裁
判
員

（
原
則
六
人
）
と
、
職
業
裁
判
官
（
原
則
３

人
）
が
協
力
し
て
、
殺
人
・
傷
害
致
死
な
ど

の
重
大
事
件
の
刑
事
裁
判
を
す
る
制
度
で
す
．

裁
判
員
は
裁
判
官
と
一
緒
に
被
告
人
が
有
罪

か
無
罪
か
を
決
め
、
有
罪
と
判
断
し
た
場
合

に
は
「
懲
役
○
年
」
な
ど
刑
の
種
類
と
重
さ
を

決
め
ま
す
。

地
方
裁
判
所
の
刑
事
裁
判
の
う
ち
、
特
に

重
大
な
事
件
の
裁
判
で
す
。
具
体
的
に
は
、

殺
人
や
強
盗
殺
人
、
強
盗
致
死
傷
、
傷
害
致

死
、
危
険
運
転
致
死
、
現
住
建
造
物
等
放
火

な
ど
に
な
り
ま
す
。

裁
判
員
の
仕
事
と
役
割

髪

一
暖
張
う
な
事
件
の
裁
判
か
？

法
律
の
專
門
家
で
は
な
い
国
民
が
裁
判
に

参
加
し
、
み
な
さ
ん
の
感
覚
が
裁
判
の
内
容

に
反
映
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
こ
と
で
、
裁
判

が
身
近
で
分
か
り
や
す
い
も
の
と
な
り
ま
す
。

ま
た
、
司
法
に
対
す
る
理
解
と
支
持
が
深
ま

り
、
信
頼
の
向
上
に
つ
な
が
る
こ
と
が
期
待

さ
れ
て
い
ま
す
。

同
時
に
、
職
業
や
家
庭
を
持
つ
国
民
が
参

加
で
き
る
よ
う
に
す
る
た
め
、
裁
判
自
体
が

今
よ
り
も
ず
っ
と
迅
速
に
行
わ
れ
る
よ
う
な

る
こ
と
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
．

裁
判
員
制
度
と
は
？

｜
・
公
判
に
立
ち
会
う

裁
判
官
と
一
緒
に
刑
事
事
件
の
法
廷
（
公

裁判員の選ばれ方
20歳以上の国民の中から無作為に選ばれます。

判
）
に
立
会
い
、
判
決
ま
で
関
与
す
る
こ
と

に
な
り
ま
す
．
公
判
は
連
続
し
て
開
か
れ
、

証
拠
書
類
の
検
証
、
証
人
や
被
告
人
へ
の
質

問
が
行
わ
れ
ま
す
．
証
人
な
ど
に
対
し
て
質

問
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

二
・
評
議
、
評
決

証
拠
を
全
て
調
べ
た
ら
、
被
告
人
が
有
罪

か
無
罪
か
、
有
罪
の
場
合
は
ど
ん
な
刑
に
す

る
べ
き
か
を
裁
判
官
と
一
緒
に
議
論
（
評
議
）

し
、
決
定
（
評
決
）
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

議
論
を
尽
く
し
て
も
全
員
一
致
の
結
論
が
得

ら
れ
な
い
場
合
は
、
多
数
決
で
行
わ
れ
ま
す
．

三
・
判
決
宣
告
と
と
も
に
任
務
終
了

評
決
内
容
が
決
ま
る
と
、
法
廷
で
裁
判
長

が
判
決
を
宣
告
し
、
裁
判
員
と
し
て
の
役
割

も
終
了
し
ま
す
。

①まず「裁判員候補者名簿」
毎年全国の地方裁判所が、翌年1年間の裁判員の候

補者として必要な人数を計算して市町村に通知します。

各市町村の選挙管理委員会は、選挙人名簿から無作為

に選び出した名簿を作り裁判所に送ります。 こうして

裁判所ごとに「裁判員候補者名簿」が作られます。

②事件ごとの裁判員候補者を選ぶ

事件ごとに、①の名簿の中からさらに抽選でその事

件で必要な数の裁判員候補者を選び、公判の日程等を

通知します。辞退が認められるかなどの調査が行われ

ます。 裁
判
員
と
な
る
こ
と
を

辞
退
で
き
な
い
か
？

基
本
的
に
は
辞
退
で
き
な
い
も
の
で
す
．

学
生
や
七
○
歳
以
上
の
人
、
病
気
や
介
護
な

ど
の
事
情
か
ら
裁
判
所
へ
行
く
こ
と
が
難
し

い
と
認
め
ら
れ
た
人
は
辞
退
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
．

裁
範
賑
べ
行
く
の
は何

曰
く
ら
い
か
？

多
く
の
裁
判
は
、
数
日
間
で
終
わ
り
ま
す
。

仕
事
ば
休
め
る
か
？

手
当
て
は
？

裁
判
員
の
職
務
の
た
め
仕
事
を
休
ん
で
も
、

雇
用
主
は
不
当
な
扱
い
を
し
て
は
な
ら
な
い

こ
と
が
法
律
で
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
裁
判

所
に
来
ら
れ
た
人
に
は
、
交
通
費
や
日
当
が

支
給
さ
れ
ま
す
．

③裁判所がさらに選考の手続き
裁判長から被告人や被害者と関係がないか、事件へ

の偏見がないか、辞退希望者にはその理由などが質問

されます。検察官や弁護士は、その質問結果などをも

とに裁判員候補者から除外すべき人を指名することが

できます。

（双方4人まで、理由を示さずに指

④裁判員の選出

名できる）

除外されずに残った候補者の中から
／1．
、L〆最後に、

などの方法で裁判員とその補充員が選ばれます。
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移
転
新
築
す
る
高
萩
協
同
病
院
の
地
鎮
祭
が
、

移
転
先
の
て
つ
な
住
宅
団
地
内
で
行
わ
れ
ま
し
た
．

同
病
院
を
運
営
す
る
茨
城
県
厚
生
農
業
協
同
組
合

連
合
会
（
県
厚
生
連
）
が
、
二
○
○
六
年
二
月
完

成
、
四
月
開
院
を
予
定
し
て
進
め
て
い
る
も
の
で
、

同
連
合
会
の
廣
木
易
会
長
は
じ
め
、
岩
倉
幹
良
市

長
、
渡
辺
賢
太
郎
市
議
会
議
長
、
工
事
関
係
者
な

ど
約
八
○
人
が
出
席
し
ま
し
た
．

新
病
院
は
、
住
宅
団
地
内
の
約
三
・
六
へ
ク
タ
ー

ル
の
敷
地
に
、
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
一
部
鉄
骨
造

り
地
上
四
階
建
て
、
延
べ
床
面
積
約
一
万
八
六
○

○
平
方
メ
ー
ト
ル
．
そ
の
内
容
は
、
病
床
数
二
二

○
床
（
現
在
一
八
三
床
）
、
診
療
科
目
一
六
科

（
同
一
二
科
）
の
計
画
で
す
。

高
萩
協
同
病
院
地
鎮
祭
軸
窒
逹
狽
生
漫
迷
“

熊
驚
騨
騒
騨
臘
室
③
。
六
隼
四
月
開
院
に
向
朧
起
零
鴬

一

－一一.一一一一二

－号＝一＝＝－=二一二

くわ入れ式の様子

式
典
で
は
、
県
厚
生
連
の
廣
木
異
会
長
が
「
現

病
院
の
老
朽
化
、
狭
あ
い
化
で
移
転
新
築
が
長
年

の
懸
案
で
し
た
。
地
域
の
方
々
に
よ
り
充
実
し
た

医
療
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
で
き
る
よ
う
に
し
た
い
」

と
あ
い
さ
つ
・

岩
倉
市
長
が
「
病
院
整
備
は
、
安
全
・
安
心
な

ま
ち
づ
く
り
の
大
き
な
条
件
の
一
つ
。
地
域
の
中

核
病
院
と
し
て
期
待
し
て
い
ま
す
」
と
祝
辞
を
述

べ
ま
し
た
。

篭 寺

ﾐﾐ望 L－J 」'1

『奇

市営住

宅用地

鍵

ポイ捨て防止ポスター掲示
1 1月17日から年末

高萩まちづくり研究会(代表山田成さん)は、本町通

り商店街の掲示板9箇所と高萩駅に、ごみのボイ捨て

・不法投棄防止を呼びかけるボスターを掲示しました。

このポスターは、同研究会が市内小学生から薑休み

に募集し、 10月に総合福祉センターに展示したもので

す。今回、そのポスターを複写して掲示しました。市

民に、ごみへの関心を高めてもらう試みです。

同研究会と生活環境課では、今後この複写した作品

を立言板にし、不法投棄の多い場所に立てる計画をし

ています。

農機具等の

鉄スクラップ回収
生活環境課冠23-7031

農機具については、北部衛生センターでの受け入

れを行わないため、毎年農閑期の2月第3日曜日に

資源物業者が回収を行っています。

今年も下記のとおり実施しますのでお知らせします。

○期日 2月20B(B)午前8時30分から正午

○場所北部衛生センター（回収は有料です）

「健康づくり講演会」
健康づくりについての講演会を開催します。誘い

合わせてお気軽に来場してください。

○日時 1月31日（月）午後1時30分から

○場所総合福祉センター（多目的ホール）

○講師筑波大学社会医学系 磯博康教授

議題「病気にならないための生活習慣とは？」

※入場無料です。

e問合せ健康づくり課盆24－2121
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一

一

一

一

一

一

一 三三三母？ . ． 二 一一戸二一：豆

警鍔行政ニユ差ス

コンピュータによる戸籍事務

処理がスタート 12月6日(月）
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
に
よ
る
戸
籍
事
務
処
理
が

ス
タ
ー
ト
し
た
こ
の
日
、
市
民
課
窓
口
を
訪

れ
た
秋
山
の
大
森
智
子
さ
ん
と
次
女
の
美
希

さ
ん
〈
写
真
）
が
電
子
化
第
一
号
と
な
る
戸
籍

謄
本
を
請
求
し
発
行
を
受
け
ま
し
た
。
電
子

化
に
よ
り
事
務
処
理
の
効
率
化
と
住
民
サ
ー

ビ
ス
の
向
上
が
図
ら
れ
ま
す
。

多
詣。

じ
ん
ご

下
山
田
仁
悟
さ
ん

酔
空
一
野
（
秋
山
）

紬
国
際
農
業
者
交
流
協
会
の
農
業
者

研
修
で
一
一
年
間
に
及
ぶ
海
外
農
業
研
修

の
経
験
を
持
つ
仁
悟
さ
ん
。
二
一
才
の

時
に
ア
メ
リ
カ
・
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州

の
野
菜
農
家
に
フ
ァ
ー
ム
ス
テ
イ
し
、

実
体
験
を
通
し
て
効
率
的
で
多
角
的
な

農
業
経
営
法
な
ど
を
学
び
ま
し
た
。

「
ア
メ
リ
カ
で
は
経
営
は
も
ち
ろ
ん
、

考
え
方
そ
の
も
の
が
合
理
的
。
何
で
も

割
り
切
り
す
ぎ
と
い
う
と
こ
ろ
も
あ
り
、

正
直
ギ
ャ
ッ
プ
を
感
じ
る
部
分
も
あ
り

ま
し
た
が
、
あ
の
二
年
間
は
色
々
な
意

平
成
一
六
年
に
叙
勲
を
受
け
た
長
谷
川
鋼

之
助
さ
ん
下
手
趣
、
椎
名
正
人
さ
ん
島
名
一
、

鈴
木
正
勝
さ
ん
｛
安
良
川
一
、
褒
章
を
受
け
た

棚
谷
寛
さ
ん
〈
秋
山
）
、
渡
辺
寶
太
郎
さ
ん
王

手
綱
）
の
受
章
祝
賀
会
が
国
民
宿
舎
「
鵜
の

岬
」
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
各
分
野
で
献
身
的

に
尽
力
さ
れ
て
き
た
五
人
の
功
績
や
活
躍
を

た
た
え
、
ご
家
族
の
労
を
ね
ぎ
ら
い
ま
し
た
．

叙勲。褒章の受章を祝う

12月21日（火）

一一

味
で
勉
強
に
な
り
ま
し
た
」
と
仁
悟
さ

ん
。

海
外
研
修
か
ら
帰
郷
し
て
か
ら
は
、

家
業
で
あ
る
農
業
を
継
い
で
、
様
々
な

農
作
業
に
携
わ
り
な
が
ら
現
在
は
主
に

花
壇
一
苗
の
栽
培
を
手
が
け
て
い
ま
す
。

ま
た
、
家
族
と
連
携
し
な
が
ら
、
経
営

者
と
し
て
も
海
外
研
修
の
経
験
を
生
か

し
て
、
コ
ス
ト
削
減
な
ど
農
業
の
効
率

化
に
も
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

「
自
分
と
し
て
は
、
農
業
も
楽
し
く
仕

事
を
す
る
と
い
う
の
が
モ
ッ
ト
ー
。
従

業
員
の
み
な
さ
ん
と
の
関
係
や
職
場
の

雲
囲
気
も
大
切
に
し
て
い
ま
す
」
と
話

し
て
い
ま
す
。

いた

故大久保清さんを悼む 前
高
萩
市
長
で
あ
る
故
大
久
保
清
さ
ん
の

追
悼
式
が
文
化
会
館
で
行
わ
れ
、
約
七
○
○

人
の
み
な
さ
ん
が
参
列
し
ま
し
た
。
式
典
で

は
ビ
デ
オ
映
像
に
よ
り
故
人
の
在
り
し
日
の

姿
を
し
の
び
、
参
列
者
一
人
ひ
と
り
が
花
を

さ
さ
げ
、
最
後
の
別
れ
を
告
げ
ま
し
た
。

12月17日(金）

I義薑雲雷隻鐘麦薙著銭邉淳式

＝＝三二三

蜑臺
薑壽

一

＝

一

三

坐

蓋舜鑑簔塗唾蕊

蟻
Ｆ

淳

窒

一

‘

湾

》

一

ーさ三ざ

. F 言
胃 ヱ ﾜ

: ＝ 、 ･ ･

』べL君1号占陸
＝ q ÷

蕊
蕊
涯
陛
障
朧
朧
憧
匡
騰
膣
曄
鳫
睦
簔
篭
遍

毒自

一

美しいまちをつくりましょう。自然をたいせつにし、
じ
じ
■
Ｇ
凸

１
１
１
１
１

きまりを守り、、明るいまちをつくりましょう。

し、 うるおいのあるまちをつくりましょう。

豐かなまちをつくりましょう。

る、あたたかいまちをつくりましょう

礼儀を汗しくし 《
．
ｊ
唯
一

二 一

・

釜

吏

垂

蝉

製

蕊

議

一

率
塞
蕊
寒
蕊
一

蕊
篝
篝
蕊

元気で働き、 閃 一二 ･ .罰
Jb d b qヨ

＝弓子・宗召豈

海野烏
一色,丘

暮蚤菖上萬思いやりのある、

毒巳
乞暫｡〒雲･と

悪:垂言:

弄
二
」

》
一

一
喉
‐
牛
雲
一

室毒窯毒写三要言言奏ｦ霊室ｴ壽寒言夛室二三

照憩箪睡騨曝2蕊まき
善裁曇豊塁窪書豊萎寡言毒雲婁
＝･ 二鍔葛.g琴ﾐ zz茸哩と‐ . 号見得=_ 二号＝,之乞･ ,孟琶覇菅. L･

些冨記亡Fo､ざざ〒冒垂

篝蕊●市制施街套

孝套毒雲 蕊篝 １“１●弓●｜計雲之」窪
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I狂23－7174

i [開館時間］
19:30～17:50図書館ガイド

◆お正月に読んでみたい本◆

①のら犬ウィリー ﾏｰｸｼﾓﾝﾄ 著

②スカイ・メモリーズ ハ．シ卜･ﾌﾞ ﾘｯｿﾝ著

③小さな男の子旅 ｴｰﾘﾋ･ｹｽﾄﾅｰ著

④シャーロットのおくりもの E･Bﾎﾜｲﾄ著

⑤十二番目の天使 オク‘ ・ﾏﾝﾃﾞ ｨｰﾉ著

⑥よろこびの木 ｱｽﾄﾘｯﾄﾞ ・ﾘｰﾄﾞｸﾞﾚｰﾝ著

⑦雪原のうさぎ ﾁｬﾝ･ｼｰｱﾙ著

⑧安房直子コレクション 安房直子著

⑨エーリカ ｴﾙｹﾊｲﾃ､ ンﾗｲﾋ著

⑩絵描きの植田さん いしいしんじ著

⑪モギちいさな焼きもの師 ﾘﾝタｽｰ･パーク著

⑫靴に恋して 谷村志穗著

⑬TeenAge 角田光代他著

⑭おわりの雪 ｺﾍﾞｰﾙ･ﾏﾝｶﾞﾚﾘ 著

⑮おしょうがつこびとのおはなし まついのりこ著

圭ども映画会’ 2月12日(土) 14:30~

「アリババと40人の盗賊」

「白馬の王子」

|おり力iみ教室’ 1月15日(土) 14:30~

「おすもうさん」 「かわりえ」

「ふうせん」 「かに」

|おはなし会 1月22日(土） 14:30～

絵本 おはようのプレゼント

紙芝居クマさんのふゆごもり

ﾈﾙｼｱﾀｰてぶ＜ろをかいに

図書館カレンダー●は休館日

日月火水木金土

1 2345

2 6⑦89 10⑪12

月l概蝿職
27⑳

日月火水木金±

①

雛
1②
9

月 16
23

30

図書の検索は図書館ホームページで－

アドレスhttp://www. jsdi or｡ jp/~taka-1ib/

秋山中学校生徒が善行青少年表彰 一

鞠ﾐﾖ皇ド一一一零雪一一

盆23二7411 唇
こぎ ,匙 号＝=一

第2回名画鑑賞会

○「犬夜叉(紅蓮の宝来島)」

○「とつとこハム太郎(ふしぎのオニの絵本塔)」

□1月30日（日） 上映時間10 :00～、 13:00~

口入場料大人800円、高校生以下600円

（当日は各200円増となります）

11月27日(土)に常陸大宮市文化センターで開催

された「青少年の健全育成を考えるつどい」にお

いて、秋山中学校3年生の生徒4人が善行青少年

表彰を受けました。 4人は今年9月の下校途中、

車を避けようとして転倒したバイクに遭遇。バイ

クに乗っていたのは病院から外泊中のおじいさん

で、状況を学校に報告し先生が自宅に送り届ける

まで、おじいさんを励まし介護にあたりました。

(写真左から笠原美穂さん、坂本陽香さん、佐川静

香さん、大平由美さん）

■プレイガイド田所書店､伸屋書店､上島名ねもと、

高萩市文化会館ほか※高萩スタンプ会引換券利用可。

◎小椋佳「歌談の会」の入場券は完売しました。

んだいすき」

◇茨城県統計協会会長賞

（小学3 ．4年生の部）

小峰楓子さん(高萩小4年） 「かんきょうを守れ！ 」

（小学5 ． 6年）

大高江梨さん(秋山小6年） 「小さなボランティアを

大きく育てよう」

◇奨励校賞

小学校の部松岡小学校

中学校の部高萩中学校

第46回茨城県統計大会表彰
【統計調査員功労者】

◇経済産業省経済産業政策局統計部長感謝状

松本ゆき子さん(秋山) 、高橋登紀子さん(高戸）

◇茨城県知事表彰滝昌弘さん(大和町）

◇茨城県統計協会総裁表彰松本ゆき子さん(秋山）

【平成16年度茨城県統計グラフコンクール入選者】

◇茨城県統計協会総裁賞（小学1 ． 2年生の部）

大高里菜さん(秋山小2年） 「おじいちやんおばあ進｢おじいちゃんおばあちや

9



▼
日
時
２
月
５
日
〈
土
）
か
ら
２
月
９
日

（
水
）
ま
で
の
、
午
前
９
時
か
ら
午
後
５
時

｛
９
日
は
正
午
ま
で
一
。
▼
会
場
市
民
体
育

館
。
▼
展
示
内
容
保
育
所
園
）
や
幼
稚
園
、

小
・
中
学
校
、
県
立
北
茨
城
寶
簔
学
校
の
子

ど
も
た
ち
の
絵
画
、
デ
ザ
イ
ン
画
、
書
道
、

立
体
造
形
な
ど
。
▼
問
合
せ
教
育
委
員
会

生
涯
学
習
課
丞
羽
ｌ
ｌ
ｌ
３
２

新
入
学
の
お
祝
い
に

ラ
ン
ド
セ
ル
を
プ
レ
ゼ
ン
ト

今
年
４
月
に
、
市
内
の
小
学
校
一
高
萩
小
、

秋
山
小
、
松
岡
小
、
東
小
、
君
田
小
）
の
新

１
年
生
と
し
て
入
学
さ
れ
る
お
子
さ
ん
に
入

学
の
お
祝
い
と
し
て
ラ
ン
ド
セ
ル
を
プ
レ
ゼ

ン
ト
し
ま
す
。
こ
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
は
、
入
学

第
杷
回
高
萩
市
子
ど
も
作
品
展

一

一

一

お
知
ら
せ

ま臺量薑

一
町

報
Ｘ
一

一
情

I

竜
Ｌ
周
ノ

ま
ち
づ
く
り
を
考
え
る
団
体
「
ま
ち
づ
く

り
研
究
会
」
は
、
市
と
と
も
に
「
清
掃
の
日
」

を
設
定
し
、
ご
み
の
な
い
美
し
い
ま
ち
を
目

指
す
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。
今
回
は
「
万

葉
の
道
」
の
清
掃
を
行
い
ま
す
の
で
、
多
く
の

み
な
さ
ん
の
参
加
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
。
▼
日
時
１
月
訓
日
（
日
）
午
前
８
時
か

ら
。
※
雨
天
中
止
▼
集
合
場
所
万
葉
の

道
北
側
入
□
▼
問
合
せ
生
活
環
境
課
猛
羽
Ｉ

７
０
３
１
休
日
は
狂
鱈
１
２
１
１
１

第
狙
回
交
通
安
全
市
民
の
つ
ど
い
と

第
配
回
交
通
事
故
追
放
豆
ま
き
大
会

▼
日
時
２
月
５
日
〈
土
）
午
後
１
時
か
ら
。

▼
会
場
文
化
会
館
。
▼
内
容
［
市
民

の
つ
ど
い
］
交
通
功
労
者
や
交
通
安
全
ポ
ス

タ
ー
入
賞
者
の
表
彰
。
［
豆
ま
き
大
会
］
豆
ま

き
と
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
・
お
楽
し
み
抽
選
会
。

▼
入
場
料
無
料
。
▼
問
合
せ
生
活
環
境

課
狂
羽
１
７
０
３
１

式
の
時
に
手
渡
し
ま
す
。
▼
問
合
せ
教
育

委
員
会
庶
務
課
云
羽
ｌ
ｌ
ｌ
３
１

農
林
水
産
省
で
は
、
今
年
２
月
１
日
現
在

で
、
「
２
０
０
５
年
震
林
業
セ
ン
サ
ス
」
を

１
月
別
日
百
一
、
「
清
掃
の
日
」

「
三
○
○
ｓ
年
雲
林
業
セ
ン
サ
ス
」
の
実
施

入
札
参
加
資
格
審
査
の

申
請
を
受
け
付
け
ま
す

日
立
。
高
萩
広
域
下
水
道
組
合

▼
対
象
年
度
平
成
何
年
度
。
▼
発
注
機
関

日
立
。
高
萩
広
域
下
水
道
組
合
管
理
者

樫
村
千
秋
。
▼
区
分
①
建
設
工
事
、
②
測

臺
・
建
設
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
等
、
③
物
品
の

売
買
・
印
刷
業
務
委
託
。
▼
受
付
期
間
等

日
立
市
・
高
萩
市
の
広
域
圏
内
の
業
者
に
つ

い
て
は
①
．
②
．
③
と
も
に
３
月
１
日
（
火
）

か
ら
３
月
扣
日
〈
木
）
ま
で
。
そ
れ
以
外
（
広

域
圏
外
）
の
業
者
は
①
．
②
が
２
月
１
日
災
）

か
ら
２
月
Ⅲ
日
（
木
）
ま
で
。
時
間
は
そ
れ
ぞ

れ
午
前
９
時
か
ら
正
午
ま
で
と
、
午
後
１
時

か
ら
４
時
ま
で
で
、
総
務
課
財
務
係
あ
て
提

出
。
＊
持
参
の
み
受
け
付
け
。
▼
案
内
書
の

配
布
下
水
道
組
合
で
配
布
し
て
い
ま
す
。

＊
受
付
を
含
め
土
・
日
曜
日
、
祝
日
は
除
く
．

▼
問
合
せ
日
立
・
高
萩
広
域
下
水
道
組
合

総
務
課
財
務
係
霊
駆
１
５
５
９
５

実
施
し
ま
す
。
こ
の
調
査
は
、
我
が
国
の
農

林
業
・
農
山
村
地
域
の
実
態
を
明
ら
か
に
す

る
最
も
墓
本
的
な
調
査
で
、
５
年
毎
に
実
施

さ
れ
「
農
林
業
の
国
勢
調
査
」
と
も
言
わ
れ

て
お
り
ま
す
。
調
査
員
が
１
月
中
旬
か
ら
農

林
業
関
係
者
の
方
々
を
訪
問
し
て
、
調
査
票

に
農
林
業
の
経
営
状
況
な
ど
の
記
入
を
お
願

い
し
ま
す
。
※
調
査
票
に
記
入
さ
れ
た
事
項

に
つ
い
て
は
、
統
計
以
外
の
目
的
に
は
使
用

さ
れ
ま
せ
ん
の
で
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
。
▼
問
合
せ
総
務
課
狂
羽
１
２
１
１
９

総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
浴
場
施
設
は
、
改
修

工
事
の
た
め
１
月
訓
曰
く
月
）
か
ら
２
月
３
日

（
木
）
ま
で
の
４
日
間
、
臨
時
休
業
と
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
．
大
変
ご
迷
惑
を
お
か
け
し

ま
す
が
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。
▼
問

合
せ
高
齢
福
祉
課
狂
奴
ｌ
Ｏ
Ｏ
８
０

日立。高萩広域下水道組合の平成15年度決算をお知らせします

収 入 40億6,800万円 支 出 38億7,000万円

総
合
彊
祉
セ
ン
タ
ー
浴
湯
施
設
の
臨
時
休
業

＊分担金・負担金は日立市、高萩

市、 （旧)十王町からの繰入金です
｜ その他の収入

日立。高萩広域下水道組合総務課財務係 吾32-5595

10

項 目

分担金・負担金

(うち高萩市分）

下水道使用料

受益者負担金

国庫補助金

組 合 債

決算額

18億300万円

(8億4,200万円）

12億1 ,200万円

8.600万円

2億700万円

5億2,800万円

2億3,200万円

項 目

維持管理費

建 設 費

元金償還金

組合債利子

決算額

6億1, 100万円

9億6,400万円

11億8,200万円

11億1,300万円



▼
対
象
者
そ
れ
ぞ
れ
の
学
区
の
小
学
１
年

生
か
ら
３
年
生
ま
で
の
児
菫
▼
募
集
期
間

随
時
。
た
だ
し
、
４
月
１
日
〈
金
一
か
ら
の
入

会
を
希
望
す
る
場
合
は
、
２
月
別
日
〈
月
）
ま

で
に
申
し
込
み
。
▼
申
込
み
。
問
合
せ
各

放
課
後
児
菫
ク
ラ
ブ
（
左
表
）
ま
た
は
、
社
会

福
祉
課
狂
羽
１
７
０
３
０

放課後児童クラブの所在地・連絡先等

松ヶ丘学童クラブ朋友学童クラブゆうゆうクラブあおぞら学童クラブ

松岡小学校区高萩小学校区高萩・秋山小学校区 東小学校区学区

安良川271

(聖徳保育園併設）

下手綱825 1

(松ヶ丘保育園併設）

有明町1-14-4

(東幼稚園南側）

安良川1232-4

(|日あおぞら保育園）
ﾂT在地

23 4687電話 23－7643 23－526623－5088

40名30名
ナ ニp＝

正.貝 40名 40名

放課後児童クラブは、昼間、保護者が就労などで家庭にいない小学校低学

年の児童を預かり、遊びをとおして社会生活に必要な生活習'|貫などを学ぶ

ところです。

各クラブとも見学可。希望者は直接クラブへ連絡してください。

⑨⑨●●●｡●⑦●●●｡｡■毎●●｡●●●●●●｡■●●●｡｡■●⑤●●●●●●｡●●●⑧●⑤●●●｡●●●●●●●●｡●●●●●■●■■●●●●回●の①

保険医療課
国保と老人保健制度 恋'23－､21 17

－二宅一＝

私たちはいつ病気やけがにおそわれるか分かりません。

そうした場合に備えて日頃からお金を出し合い、医療費

に充てようという相互扶助を目的とした制度です。

国民健康保険

一人当たり年医療費高萩市の国民健康保険
「－人当たりの医療黄」とは、医療費総額を加入者数で除したものです。

もし一人当たりの医療費が高くなると、国民健康保険の財政状況が悪化し、

加入者一人当たりが負担しなければならない保険税が高くなってしまうなど、

国民健康保険事業の健全な運営に支障をきたすようになります。加入者の保

険税負担を適正な水準に維持していくためにも、日頃から健康づくりに心が

けましょう。

則位
位

謡

単

一
秋
１
ノ

高
県

□－人当たりの医療費

■一人当たりの医療費

／

’０
０
０
０
０

０
０
０
０

０
０
０
０

０
０
０
０

０
０
０
０

４
３
２
１

＝

’／

一人当たりの

年度 医療費(高萩市）
単位：円

12年度 389,58412年度

－人当たりの

医療費(県）

単位；円

－人当たりの

医療費(県）

単位；円

291 ． 367

〆

一人当たりの収め

た国保税(医療分）
国保の加入者数

／

」11 ，070人

11 ，375人

12,000人

12,424人

69, 601円

68,266円

68,460円

64,804円

13年度 ５
５
３

３
３
０

１
０
４

１
７
１

０
９
０

３
２
３

398,042
12年度13年度14年度15年度

嶢
罹

６
２

９
２

５
９

３
６

８
７

３
３

75歳(一定の障害のある人は65歳)以上の人と昭和7年9月30日以前に生まれた人は

｢老人保健制度」で医療を受けることになり、加入しているそれぞれの健康保険から医

療費が支払われます。

老人保健制度

一人当たり年医療費高萩市の老人医療費の推移
平成15年度の老人医療費は、 32億1233万円です。その内、入院が44.4％、

外来が37.7％で全体の82％になっています。

医療黄の財源は、多くの人達によって賄われています。一人ひとりが健康

な体づくりに努め、医療黄の節約を心がけましょう。

単位（円）

ロ高萩市逼県平均単位:円

で
／I

800,000

L
色＝

０
１
０
５

数
岨
髄
胆
砧

者
４
４
４
４

給受 ’高萩市

740286

県平均

603.028

度
度
度
度
度

年
群
群
峰
群

１
１
１
１

■■
一

３
７
６

８
６
８

４
４
６

６
８
３

２
９
０

７
６
７

９
５

０
８

５
５

８
３

０
８

６
５ 一

集計中

⑨無理なく体を動かし、健康づくりを心がけましょう

★同じ病気で病院などをむやみに変えるのはやめましょう

★急病でもない限り、診療時間内に診てもらいましょう

★お医者さんを信頼し、指示に従いましよう

医療費節約の

ポイント

11

薑
壽
一
言
一

一
一
一
一
一
一
一

一
一

＝三

＝
三
三
二

三

I
一
二
主
二
二

＝

＝

＝=三星

言

ｊ

１玉

ヨ

三

三

三

ロ

三
一
一
一

一

＝ ＝



誼営絹認
「相霧登記はお済みですか月間」

ヱﾆ

言 相続登記の無料相談会
琴＝

○期日 2月1日（火）から2月28日

（月）までの1カ月間

○内容相続登記に関する相談(無料）

○受付及び実施場所県内の各司法書

士事務所

●問合せ茨城県司法書士会

aO29-225-0111

三産業別最低賃金を改定しました
萱

平成17年出初式

○室 日時 1月9日（日）午前9時30分～

○会場高浜運動広場※雨天時体育館

●問合せ高萩消防署恋22-0119

三二

甲種防火管理者資格取得講習会
二二

○期日 2月24日（木） ・ 25日（金）

○会場水戸市民会館(水戸市中央1－

4-1）

○定員 100名

○受講料6,000円(テキスト含む）

○申込み期間 1月24日（月）～2月18

日（金）

○問合せ・申込み牡)茨城県消防設備

協会(〒310-0063水戸市五軒町1-4-

19茨城県酒造会館内）

召029-226-9681

712

＝

平扉l7年度定時制課程の

成人特例入学者選抜
三菫 二

○募集規定茨城県立日立第一高等学

校定時制課程普通科・日立工業高等

学校定時制課程機械科

○応募資格中学校もしくはこれに準

ずる学校を卒業し、県内に居住地ま

たは勤務地を有する人で、平成17年

4月1日現在満20歳以上の人。

○選抜方法調査書と面接の結果及び、

作文などにより総合的に判定。学力

検査は行いません。

○入学願書提出期間 2月3日(木)、

4日(金)及び7日（月）

○面接日 3月3日（木）

○発表3月10日（木）

●問合せ日立第一高等学校定時制

"0294-22-6488、 日立工業高等学

校定時制窓0294-22-1049

※茨城県最低賃金は648円です。

18歳未満または65歳以上の人や、雇

入れ後6月未満の人であって、技能習

得中の人、清掃片付けの業務に主と

して従事する人などは、産業別最低賃

金の適用が除外され、茨城県最低賃金

が適用されます。

●詳細・問合せ茨城労働局労働基

準部賃金室昏029-224-6216

茨壌県天心記念五浦美術館

展示解説員募集二二：

○受付期間 1月12日(水)～21日（金）

○選考方法応募者の中から書類選考

に合格した人を対象に筆記試験及び

面接を行います

○試験期日 2月初旬を予定

○募集人員若干名

○応募資格昭和49年4月2日から昭

和60年4月1日までに生まれた人で、

北茨城市、高萩市に在住の人、 また

は居住する予定の人

○職務内容入館券の販売及び改札、

展示品の監視及び記念室のガイド等

○勤務時間午前9時～午後5時15分、

週4日勤務(土・日・祝交替勤務）

○応募方法①履歴書(上半身カラー

写真貼付)、②作文(応募の動機に

ついて原稿用紙600字以内)、③結

果通知返信用封筒(住所・氏名記入、

80円切手貼付)を直接持参ください。

●問合せ。詳細茨城県天心記念五浦

美術館管理課 46-531 1

－

篁瀕晃一トタイム労働電話相談

パートタイム労働でも、有給休暇や

育児休暇は取れるの？社会保険加入や

税金はどうなるの？明日から来なくて

いいと言われたが…など、知りたいこ

とや困り事に無料で相談に応じます。

○相談時間月～金曜日の午前9時30

分～午後4時30分

●問合せ （助21世紀職業財団茨城事務

所召029-226-2413
迩毒

＝

多
簔
一
室 善意!⑳窓

三

1月10日は「110番｣の日

二二事件・事故、オレオレ詐欺、児童へ

の声かけ事案等、あなたからのすばや

い110番通報が犯人の逮捕や犯罪の未

然防止に役立ちます。安全で安心でき

る地域社会をつくるため、あなたから

の110番(緊急通報)をお願いします。

●問合せ高萩警察署恋24-0110

ありがとうございました

※社会福祉協議会へ

･㈱ギャラリーしまだ 7, 000円

･菜花光子さん(安良川) 10, 000円

･㈱マイカル高萩サテイ 26, 300円

. （故)宇佐美定男さん(島名) 100, 000円

・高萩市建築組合 14, 600円

･浅田秋次郎さん(本町) 100, 000円

･鈴木豊男さん(日立市) 10, 000円

･下山田博光さん(上手綱) 100, 000円

･丹勝政さん(本町） きね
餅つき杵、 うす一式

･ JA茨城ひたち高萩地区女性部

餅米71kg

三雲

マン計ミウが夢みるブナの森
直歓城県北東部の自燃海･山･l11物語］

＝=県北東部の海域からブナの原生林に

至るまでの自然についての企画展

○期日開催中～2月27日（日）まで

午前9時30分～午後5時(月曜休館）

○会場ミュージアムパーク茨城県自

然博物館

○入館料大人720円、高・大学生440

円、小・中学生140円

④問合せミュージアムパーク茨城県

自然博物館召0297-38-2000

I露も｡どこでも｡どんな悩みでも
=≦ ～茨城いのちの電話～
三告

薑臺臺-

いのちの電話は、いつでも、誰でも、

どこからでもかけられます。名前を言

う必要はありません。相談内容の秘密

は必ず守ります。特定の思想や宗教を

押し付けるようなことはありません。

●茨城いのちの電話(24時間、年中無

休） 水戸:5029-255-1000

つくば:5029-855-1000

新潟県中越大震災義援金 尋

(12/8現在の集計） 1 , 213, 536円

12

件 一 名

鉄 鋼 業

一般機械器具製造業

電気機械器具、情報通信

機械器具、 電子部
品・デバイス製造業

精密機械器具製造業

時間額(円）

748

739

736

736

各種商品小売業
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スポーツ ’
スポーツの結果(敬称略）

高萩市民駅伝競走大会スタートのようす

■第53回高萩市民駅伝競走大会

□とき 12月12日旧） □ところ市内一円巡回コースロ参加チーム 59チーム

防ｗ
日
凹
″

、
Ｊ
４

勝
立
５

第 3 位準侵勝

萩走る う

(1｡ 41 32" )

優

・ 日

40

部 門
今
云高 パ ー シ シ 1

(1． 59 05" )

古一
｢可 萩
１１般峨

松丘高校野球部A

（1． 55 ‘ 08〃）

高校

51

イ

52

６

ツ

立
口

Ｉ
－

上
墾
－
５

陸
３
１
１ｂＪｆ

高萩高校陸上競技部

（1． 44 ‘ 09〃）

丘
ｒ
ラ
ｒ

ｌ
ｌ

松
ト

高 校

壮 年
高萩走る う会

(2｡ 01 & 51'' )

秋山中サッカー部A

（1． 50 ‘ 15" ）

高萩中女子バスケットボール部

（2． 13 ‘ 02"）

日 北 山 岳 会

(2｡ 06 $ 13" )

一卜 診へ
友六A人上

49 ‘ 10〃）

~古一
｢可

÷

秋

(1｡
1莞下 品:号 '‐ ホー 安蜑一L琴差

学 校

26〃 ）

秋山中駅伝部

（1． 41 ‘ 13" ）

秋山中女子バスケットボール部

(1｡ 51 @ 41")

松 岡 中

（1． 49
中
I 学生

増蕊鐸慕鍾里乳 高萩中女子ソフトテニス部A

（2． 08 ‘ 28〃 ）

日 北 Y M O

（1． 56 ‘ 29〃）

日 北 Y M O

（1． 56 ‘ 29〃）

女 子

Ｉ

日立工業

（1． 32

秋山中

（2． 29

古一
｢可 等高校

10〃 ）

道部

17")

コース延長28． 58キロメ
※ （ ）は所要時間 、 。

オープン
（6区）

剣オープン
（ 10区）

－トル
‘ 〃はそれぞれ時間、分、秒

国第26回長山杯ダブルス大今云

□とき 1 1月14日（日）

□ところ高浜運動広場テニスコート

ロ参加チーム男子26組 女子23組

男子の部 女子の部

［優勝］横山誠戸祭康弘 伊藤悦子、兼本奈緒子

［準優勝］小野真一、名畑匡剛 小滝昌江、岩田真理子

［第3伽磯直樹畠山太郎 小林理恵、水出ふみ代

国平成16年度高萩市バレーボール連盟選手権大会

□とき 12月5日旧）

□ところ市民体育館

口参加チーム 15チーム

男子の部 女子の部

［優勝］桃TARO B－フレンズ

［準{憂勝］オーバーレブ 高萩愛好会 ・

［第3位] F－スピリッツ、ウエーブ

■第20回ロータリークラブ少年柔道大会

□とき 12月5日（日） □ところ北茨城市立中郷中学校＊入賞は市内関係者のみ

《団体の部》 ［小学生男子：準優勝］高萩柔道スポーツ少年団A [小学生女子：優勝］高萩柔道スポーツ少年団A

《個人の部》 ［小学校男子1～3年生］優勝大槻真司、 準優勝植野翔太［小学校男子4． 5年生］第3位潮田拓
也[小学校男子6年生］準|臺勝吉田一徳第3位富田将樹［小学校女子1～4年生］優勝川上アリセユリコ、準優勝

小松寧々、第3位菅野美智［小学校女子5 ． 6年生］優勝根本美沙希、準優勝坂本茉美 ［中学校男子1年生］第3

位水野仁史

参〃音喜篇 平威/ら年蘆
臺第28回近県北茨城剣道大会

＊入賞は市内関係者のみ

□とき 1 1月28日（日）

□ところ北茨城市民体育館

口参加 200名

小学生高学年団体の部［第3位］高萩武徳殿少年剣士隊

中学生団体の部 ［第3位］高萩武徳殿少年剣士隊

小学生低学年個人の部［優勝］車拓弥(若葉剣士隊）

［第3位］作山嵩弘(松岡剣士隊）

中学，年生個人の部 ［第3位］岡島侑平(武徳殿）

中学3年生個人の部 ［準優勝］沼田聡史(武徳殿）

辰読茨ソフトテニス教室

1月23日～2月27日の毎週日曜日

午前9時～正午(6回連続）

高浜運動広場テニスコート

市内居住者、通勤者、通学者

1 ，000円／1人(傷害保険料とボール代）

1月6日（木）～1月18日（火）

冑少年ホーム（所定の用紙に記入）

ソフトテニス連盟熊谷吉雄さん旧23 3422

口開催日時

口場 所

口対象者

口参加料

口受付期間

口受付場所

口問合せ

13

スポーツ振興課からの
お知らせ召23-7036



無料の帽談
(市内に住所を有する人が対象です）

=〈行政相談 ＞
旧時： 1月13日(木) ・27日(木) ､午後

一

1時～3時／市民相談室／相談員

鈴木清相談員

e秘書課窓23-7320総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ
た
演

奏
会
で
は
、
ウ
リ
ア
ナ
さ
ん
（
中
国
籍
）
の

古
筆
（
琴
）
、
大
野
利
可
さ
ん
に
よ
る
篠
笛

の
ほ
か
、
伝
統
文
化
こ
ど
も
教
室
受
講
生

が
琴
を
演
奏
．
来
場
し
た
多
く
の
み
な
さ

ん
が
、
伝
統
の
楽
器
が
か
な
で
る
美
し
い

音
色
を
楽
し
み
ま
し
た
。

芸術文化コンサート古箏のしらべ
12月4日(土） 家庭児童相談 (予約制） 〉

日時:毎週火曜日の午後1時～3麹
もゞ ｡ -

時／場所：総合福祉センター内の，

相談室／児童相談所の児童福祉司・

家庭相談員

●社会福祉課念23-7030

〈交通事故相談 ＞

日時:月～金曜日､午前9時～午後

4時30分／場所:水戸合同庁舎1階

③中央交通事故相談所課窓029-233-5621

善く心配ごと相談（予約制） ＞

日時：毎週木曜日の午後1時～3

時／場所：総合福祉センター

＊1月27日(木)が弁護士による法

律相談日(電話予約制です）

当日の午前8時30分から受付開始

●社会福祉協議会冠23-8341

ゞ：精神クリニック（予約制) j:ﾙ

ｰ日時: 1月5日(水) ・12日(水) ・ 19

（水）26日(水) (水＊痴呆) ｡午後1

時～3時／場所：日立保健所華

②日立保健所恋0294-22-419＆

こころの相談（予約制） ＞

日時: 1月14日(金) ･午前10時～正

午／場所：総合福祉センター内の

相談室/相談員:精神科医と保健師

●健康づくり課念24-2121

〈人権相談 ＞
日時：毎週木曜日の午前10時～午

後3時／場所：水戸地方法務局日

立支局／相談員：人権擁護委員

●水戸地方法務局日立支局恋0294-21-2253

〈消費生活相談 ＞

曼消費生活に関する苦情や相談 一 二

;券随時電話で受け付け 、雷‘
●消費生活センター召029-225-6“5

市
民
ま
ち
づ
く
り
グ
ル
ー
プ
「
ふ
る
さ
と
未

来
応
援
団
」
が
行
っ
た
チ
ャ
リ
テ
ィ
コ
ン
サ
ー

ト
に
は
、
’
五
○
人
が
来
場
し
ま
し
た
．
同
グ

ル
ー
プ
の
呼
び
か
け
に
応
じ
て
出
演
し
た
ジ
ャ

ズ
歌
手
や
バ
イ
オ
リ
｜
｜
ス
ト
な
ど
の
ミ
ュ
ー
ジ

シ
ャ
ン
が
、
そ
れ
ぞ
れ
に
心
温
ま
る
曲
を
披
露
。

寄
せ
ら
れ
た
義
援
金
二
七
七
、
二
○
九
円
が
、

被
災
地
に
送
ら
れ
ま
し
た
．

中越地震被災者支援コンサート
11月21日旧）
一一Lら■

＝

窪
馴
剥
Ｊ
Ｇ
Ｌ
ｏ
１

蕾一二琴菫壹菫菫
二三三雲菫三三簔髻三雲一 一＝

睾彗一＝茎一

一 一一 一一一一一

三三睾菫三二三二壼睾臺塞三
＝＝＝＝二＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝

－一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一 ＝

小
山
ダ
ム
で
桜
の
植
樹

哩
月
４
日
土

山
桜
の
一
種
「
大
島
桜
二
一
一
一
本
の
植
樹
が

行
わ
れ
た
の
は
、
ダ
ム
周
辺
環
境
整
備
計
画

で
「
四
季
の
森
」
と
位
置
づ
け
ら
れ
‐
ダ
ム

湖
南
岸
か
ら
ダ
ム
を
一
望
で
き
る
絶
好
の
場

所
で
す
．
ダ
ム
完
成
に
向
け
、
地
元
横
川
観

光
組
合
の
記
念
事
業
と
し
て
行
わ
れ
た
も
の

で
、
同
組
合
員
・
地
元
住
民
・
行
政
関
係
者

が
参
加
し
ま
し
た
。

薑臺臺9日旧)･10日(月)･16日旧)･23日旧）

31日（月）

菫菫6日旧)･11日(金)･ 13日旧)･20日旧）
27日旧）

雪花貫クリーンセンター召22-4318

平
成
一
七
年
度
か
ら
、
組
織
機

構
の
見
直
し
に
よ
り
、
高
萩
市
役

所
は
ス
リ
ム
か
つ
効
率
的
な
市
政

を
目
指
し
ま
す
。
実
は
、
私
の
今

年
の
目
標
も
、
や
や
太
め
な
体
型

の
「
ス
リ
ム
化
」
だ
っ
た
り
す
る

の
で
す
が
、
ス
リ
ム
化
を
意
識
す

る
あ
ま
り
、
た
だ
の
「
薄
っ
ぺ
ら
」

に
は
な
ら
な
い
よ
う
心
掛
け
た
い

と
思
い
ま
す
。
今
年
も
ど
う
ぞ
よ

ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
壼
師
望

圃
③
②
③

年
に
一
度
は
「
築
地
」
に
行
き

ま
す
．
世
界
最
大
の
海
産
物
市
場

は
活
気
が
あ
り
、
場
内
で
ぼ
や
ぼ

や
し
よ
う
も
の
な
ら
罵
声
を
浴
び

ま
す
．
そ
こ
に
は
ま
た
、
職
人
た

ち
が
死
に
物
狂
い
で
研
ぎ
澄
ま
し

た
味
も
あ
り
ま
す
。
数
年
ぶ
り
に

同
行
し
た
家
族
も
、
本
場
の
江
戸

前
握
り
寿
司
に
感
嘆
し
ま
し
た
。

次
回
は
、
仲
買
人
た
ち
が
評
価
し

て
い
る
洋
食
を
食
し
ま
す
。
罵
豐

人回と世帯
平成16年12月1日現在

菫33,507人(-60）
鬘菫琴16,453人(－51）

毒17,054人(－9）

12,027世帯(-45）
※（ ）は前月上上

毒
一
一
一
菫
一
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② ウォッチング
毒
一
一
’
一
一
一

・

毛

．

Ｆ

校
内
に
あ
る
手
作
り
の
窯
を
使
っ
た

炭
焼
き
行
事
に
、
全
校
生
徒
一
八
人
が

参
加
し
ま
し
た
．
二
月
に
火
入
れ
し
埋

め
て
お
い
た
炭
を
取
り
出
し
て
か
ら
、

新
た
に
ナ
ラ
や
ク
ヌ
ギ
の
原
木
を
入
れ

て
火
を
つ
け
ま
し
た
．
自
然
を
生
か
し

た
教
育
活
動
が
受
け
継
が
れ
て
い
ま
す
．

君田中学校で炭焼き体験 花貫物産センターで感謝祭
12月1 1月21日旧） 5日旧1

地
元
の
み
な
さ
ん
が
中
心
と
な
っ
て
実
施
さ
れ
た
感
謝

祭
に
は
、
約
千
人
が
来
場
。
サ
ト
イ
モ
や
ダ
イ
コ
ン
、
↑
コ

ボ
ウ
な
ど
の
地
元
産
野
菜
を
使
っ
た
「
豚
汁
」
、
そ
し
て

つ
き
た
て
の
暖
か
い
も
ち
が
ふ
る
ま
わ
れ
ま
し
た
。

こ
の
日
老
人
保
健
施
設
「
溥
順
苑
」

を
訪
れ
た
松
岡
幼
稚
園
児
が
、
「
た
き

火
」
を
合
唱
し
た
ほ
か
、
ベ
ル
を
使
っ

て
ク
リ
ス
マ
ス
ソ
ン
グ
を
演
奏
．
み
ん

な
で
ゲ
ー
ム
を
し
た
後
に
は
お
年
寄
り

の
肩
を
も
ん
で
あ
げ
た
り
し
ま
し
た
．

今
年
二
回
目
の
交
流
事
業
で
す
。

松岡幼稚園児が交流会
12月13日旧）

君田十文字のジャンボクリスマスツリー
12月23日(木）

と
う
ひ

高
さ
三
二
メ
ー
ト
ル
の
唐
檜
に
約
千
個
の
電
球
を
つ
け

た
丸
み
の
あ
る
ツ
リ
ー
は
、
こ
の
季
節
の
シ
ン
ボ
ル
マ
ー

ク
で
す
。
集
ま
っ
た
地
域
の
多
く
の
み
な
さ
ん
が
見
上
げ

る
中
で
、
点
灯
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
．

鈴
木
良
一
園
長
を
は
じ
め
父
兄
や
職
員
、

そ
し
て
園
児
も
加
わ
り
交
代
で
つ
く
年
末
の

恒
例
行
事
で
す
．
つ
き
た
て
の
も
ち
は
、
教

室
に
戻
っ
た
園
児
の
手
に
よ
っ
て
丸
め
ら
れ
、

ア
ン
コ
や
キ
ナ
コ
、
大
根
お
ろ
し
を
か
ら
め
、

園
で
用
意
し
た
熱
々
の
ト
ン
汁
と
と
も
に
味

わ
い
ま
し
た
。

第一幼稚園の餅つき行事
12月14日(火）

まちの情報をお寄せください駅
前
口
ｌ
タ
リ
ー
で
、
｜
辺
が

六
メ
ー
ト
ル
の
ピ
ラ
ミ
ッ
ド
に
発

光
ダ
イ
オ
ー
ド
の
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ

ン
が
飾
ら
れ
、
鮮
や
か
な
光
を
は

な
ち
ま
す
。
今
年
は
第
幼
稚
園

園
児
が
ク
リ
ス
マ
ス
ソ
ン
グ
を
合

唱
し
、
点
灯
を
カ
ウ
ン
ト
ダ
ウ
ン

し
ま
し
た
。
今
月
一
五
日
ま
で
点

灯
し
ま
す
。 し市役所秘書課

B23-7320 FAX24-4653

電子メールアドレス hisho@city.takahagi.ibaraki.jp

市政案内(日曜緊急医療当番医など)テレフォンサービス

冠23－1 151， 23－1 152

火災・災害情報案内

a24-0019
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夫
か
は
ぎ
の

［馬市のようす］

東北や関東一円から買人が集まり、馬

のせりが行われていた高萩の馬市。市場

のまわりには多くの露天商が立ち、サー

カスや芝居なども興行されるなど、 当時

は大変な賑わいを見せていました。 半
世
紀
高萩市制施行

廟昭和30年頃撮影

、〆
「土おこし」 （安良川地区）

虫や雑草は農作業の大敵です。こ

れを防ぐためには土の管理がかかせ

ません。写真の畑では、サツマイモ

季溺励蕊わい
高萩市食生活改善推進連絡会

（高戸地区）
収穫後に土を掘り起こしました。氷

点下になるこの時期は、 これで春ま

で草が生えません。寒気の中で、ダ
えび団子スープ

（作り方）

①あきえびは細かく刻み、さ

ら|こ包丁でたたき、鶏挽き

肉とネギのみじん切り、しょ

うが>k片栗粉を加えて塩・

コショウし練り合わせる。

②鍋|こ水6.5カップを沸騰さ

せ、①をスプ ンで－口大

づつすくい、落としていく。

団子が浮き上がってきたら、

コンソメ、塩、コショウで

調味する。

③青菜(3cm位)、人参(いちよ

う切り)、 しめじを加えて

煮る。L

えびはコレステロールの高

い食品と思われがちですが、

悪玉コレステロールを除去す

るタウリンやキチン等をバラ

ンス良く含んでいます。また、

えびの脂質は肉の10分の1か

ら20分の1位しかなく、高タ

ンパク低脂肪の食品です。

などが胃
圭

9｡

ロー＝

建
議

＝
←

霧！

垂

高戸地区のみなさん

(材料:6人分)エネルギ-62Kcal

篝 露
＝

前9時～午後4時 。◎ 日曜緊急医療当番医です 〔時間〕午自

鴨医臆籍,…, ,。謡,蝿種院名(所在地） ｜電話’
2日滝川医院|春日町) |(2313100 6日 丘温泉病院|下手綱1

人科医院｛高戸l

クリニック （十王町I

{24) 1212

(23)3113

(32)5577

やすらぎの

諸原産婦

伊師町内科

9日松岡クリニック|下手綱I (22) 1000
十王ひがし野クリニック|十王町) （32)3232 13日

16日たばたクリニック(高戸1 （20)5511

23日高萩クリニック(秋山） （22)210620日
30日高萩それいゆ病院|上手綱1 1 (24)077027日

(22)2137

(23) 171 1

内田医院 (大和町）

石医院(東本町
ノ

撫曾蝿馴'8累諜蕊蹴誘期) ○市県民税(第4期）

:蕊嚥職憩， ”･跡随
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喧蕊… |皇|醐洲"M/I4Ry

○ホームページhttp://www.city.takahagi.ibaraki.jp ○電子メールhisho@city.takahagijbaraki.jp 鍜鰯驚喰鯉巖鰭
○携帯対応版http://www.city.takahagi.ibaraki.jp/i/ 油｣ｲﾝｷを使用しています。
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SOYINK

16

食材

むきえび

鶏挽き肉

ネギのみじん切り

しょうが汁

塩・コショウ

片栗粉
圭 彗

月 う惟

人 参

し め じ

固形スープの素

分量

ｇ
ｇ

Ｏ
０

９
９

1／2本

1／2かけ

(親指大の1/2）

少々

大さじ1

1／3わ

60貝

1／2バック

1と1／2コ

1月の納税


